
新保護池（Ａ池）改修工事 08年 02月 19日(火)  

この保護池はなかなか手ごわいですね。 

予想をはるかに超えるヘドロの量、 

40年近くドビ流しをしていなかったんじゃないでしょうか。 

やりますいよ。やりがいがありますね。 

本当に面白い自然再生区の拠点にしてみせます。 

楽しみですね。  

 

 
 



新保護池（A池）土手造成進行状態 08年 02月 18日(月)  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



郡川Ａ池の改修工事開始 08年 02月 17日(日)  

今日は総勢 50名が参加し、郡川の新保護池の改修工事を開始しました。またまた、途中

から雪なんです。誰か雪男がいるんですかね。 

まずは、ドブガイの繁殖場となる水際のヘドロ回収からです。土のう袋を400用意したので

すが、あっと言うまになくなってしなったんです。次は保護池の山側に土手を造ることです。

そして、底樋を発見し、水の排出をする予定です。 

うまくいったのでしょうかね。  

 

 

 

 

 



Ａ池へドロ回収作業 08年 02月 17日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ヘドロかきと水量測定 08年 02月 17日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ユンボでドロ揚げ 08年 02月 17日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



丸太皮はぎと丸太運び 08年 02月 17日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



丸太皮はぎ 08年 02月 17日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



丸太運び 08年 02月 17日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



底樋探し 08年 02月 17日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



参加者全員 08年 02月 17日(日)  

本当にたくさん集まってくれました。 

ありがとうございます。 

大阪経済法科大学の皆さん(6人)、大阪教育大学の学生さん(5人）、大阪工業大学の学

生さん(1人)、清風学園の皆さん(7人）、興国高校の皆さん(3人）、アニメイテッド八尾の皆

さん(8人)、現業労働組合の皆さん(5人）森林保護クラブの皆さん(2人)、高安みどりの尐

年団の皆さん(5人)、会員の皆さん(12人)、地元の皆さん(4人)、総勢 54人に参加して頂

きました。本当に皆さんご苦労様でした。 

来週の日曜日は、高安みどりの尐年団の活動を行いますので皆さんご協力よろしくお願

いします。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新保護池の土手造り 08年 02月 16日(土)  

明日 2月 17日（日）に新保護池山側に土手を造ります。 

いろいろな農業土木技術を調べていると、古代の溜池には土のう工法と敷葉工法が取り

入れられていたようです。 

今回は、丸太で枞を作り（丸太工法）丸太枞内の下層部に土のうを敷き、その上にヘドロ

を含む土砂を加え、さらに枝葉を敷き、土砂と枝葉の層を交互に積み上げていくという伝

統的な『敷葉工法』を取り入れようと思います。 

この工法で行くと、ある程度水分を含んでいる土砂でも崩れず、安定した土手ができると

思うんですが、どうでしょうか。 

やってみないとわかりませんね。 

明日は、約 50名の若者が集まる予定です。 

楽しみです。うまく行くといいですね。 

会員の皆さん是非参加してくださいね。 

集合：朝 10時 信貴山口駅前 

昼食は豚汁とおにぎりを準備します。 

 

 

 

 

 



丸太が搬入 08日 02月 16日(土)  

2月の 15日に木材センターから購入したヒノキ材が、子ども基地に搬入されました。今日

16日に、保護池の土手造りの枞材として加工されます。明日が楽しみです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ａ池の池干し 08年 02月 11日(月)  

2月 17日（日）に郡川の新保護池のおいて、ヘドロの回収作業を実施します。 

ドブガイの繁殖場を確保するために、池の山側の水際のヘドロを回収し、池干しを行ない

ます。回収したヘドロは、池の山側に丸太で枞組みを組み、土のう袋に入れ、山側に土手

を造ります。この日はほとんど人力で行ないますので、人手が多く必要です。 

会員の皆様、協力よろしくお願いします。 

  

集合日時：2月 17日（日）信貴山口駅前、午前 10時集合 

  

A池は予想以上にヘドロが堆積しているようです。 

発見された樋は池の深さの中間に位置する中樋だったんです。 

ということは、底樋は完全にヘドロの下に埋もれていることになります。次は底樋を発見す

ることが先決ですね。 

今後、大量のヘドロの浚渫が必要になってきました。 

人力では到底できない部分をユンボを使って浚渫するのですが、かなり難しい作業になり

そうです。 

  

  



中樋と排水口 08年 02月 11日(月)  

小河川の排水口から中樋を通って、その延長線上に底樋があるはずです。いがいと中樋

と底樋が、隣接しているのではないかなあと思っているのですが、底樋がうまく見つかる

でしょうか。 

まずは底樋発見ですね。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ドビ流し後の保護池 08年 02月 11日(月)  

ドビ流し後 8日目です。 

一時避難させていた生物が酸欠状態になって大量死していました。 

可哀相なことをしたものです。 

生き残ったニッポンバラタナゴを一刻も早く助けるために、保護池へ再移殖しました。ニッ

ポンバラタナゴ約 1000尾、ヨシノボリ約 100尾、そのたメダカ、モツゴ、フナ、スジエビも一

部移植しました。 

また、保護池の水位もどんどん増してきました。上段部分を池干しする予定だったんです

が、1週間でこの通なんです。これも予想外でしたね。そこで、池の山側に 2年間天日干し

してあった土を加えて、池干し効果が出るかどうか確かめてみることにしました。 

以前はうまく行ったので、今回もうまく行くとは思うのですが、この状態では、池干しの効

果を調べることができないですね。 

天気のいい日が続くことを祈ってます。  

 

 

 



郡川 A池池干し開始 08年 02月 08日(金)  

2008年 2月 7日（木）郡川 A池の底樋発見 

A池の底樋が発見され、池干しすることができました。 

水路からの給水口も、その周辺から水が浸透し、堤の改修もかなり難攻しそうです。水中

ホンプを用いて水を抜くと底樋が発見されました。幸運にも、底樋はまだ生きていました。

しかし、縦杭はかなり腐っていたそうです。 

  

2月 17日（日）にヘドロの改修を実施します。 

信貴山口駅前 10時集合 

皆さん、参加よろしくお願いします。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 



郡川 A池横水路 08年 02月 08日(金)  

A池横の谷川です。以前は 6月になるとゲンジボタルが飛び交っていた水路です。3年前

ぐらいからカワニナがほとんどいなくなり、ゲンジボタルのほとんど出なくなってしまいまし

た。どうも、水路の水が 1度涸れてしまったようなんです。 

そこで、昨年から、高安地域の他の水路からカワニナとゲンジボタルを採集し飼育して、

移殖してみました。昨年は、20個体ほどゲンジボタルがもどってきましたが、まだ、餌とな

るカワニナが尐ないので、自然繁殖しているかどうかは分かりません。 

今年中に、ニッポンバラタナゴの保護池と、ゲンジボタルの再生ができれば最高なんです

が？またまた、楽しみが増えましたね。  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



郡川 A池底樋発見 08年 02月 08日(金)  

A池で発見された底樋です。 

底樋の周辺にまだまだヘドロが堆積しているので、 

これからは慎重にヘドロの浚渫工事に入る予定です。 

ヘドロの堆積量は、深いところで 1m以上あると思われます。 

ユンボを導入しての改修工事ですので、地盤が安定するまで池干しをする予定です。池

干し効果を見るために、ヘドロや水の分析も必要になります。することが山済みですね。 

  

2月 17日（日）は大窪の保護池定期調査と、郡川保護池のヘドロ浚渫、土手作りを実施す

る予定です。 

  

郡川保護池の浚渫工事：信貴山口駅前 10時集合 

大窪保護池定期調査：服部川駅前 9時集合 

  

多くの会員の皆さん協力よろしくお願いします。 

  

 

 
 

 

 

 

 

 



ニッポンバラタナゴの移植 08年 02月 05日(日)  

ドビ流し後、約 40時間でこの状態です。湧き水が多いですよね。 

どこまで溜まってしまうのでしょう。 

池の下段部分だけ水を貯め、ドブガイの繁殖場所になる上段部は干す予定だったのです

が、この文では、池底全体が水浸しになってしまうのでしょうか。困ったものです。 

今までの経験則から、池の周辺で 2年間干してあった土を、保護池の山側にだけ（茶色い

土：酸化土）入れることにしました。ドブガイとタナゴ（約 600尾）の一部を放流しました。一

応、これで一安心です。この春にはタナゴが大量に繁殖すると思います。しかし、池干し

効果を分析できるかどうかは、今後の雨量によると思います。 

保護することがまずは先決ですから。  

 

 

 

 

 

 



高安山雪景色 08年 02月 03日(日)  

今日は待ちに待った保護池のドビ流しです。昨夜から雨模様でしたが、朝起きると素晴ら

しい高安の里山の雪景色になっていました。 

さあ、会員や子どもたちは集まってくるでしょうか。 

今日のドビ流しが成功しますように！ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



40年ぶり 伝統的な”ドビ流し”再現 08年 02月 03日(日)  

みんな雨の中を続々集まってきました。 

さあ、楽しみのドビ流しが始まります。 

清風学園中学高校の生物部のメンバー12名、興国高校生物部 3名、 

高安みどりの尐年団、高安中学校生徒 11名、先生 1名、 

中高安小学校児童 7名、北高安小学校児童 2名、その他児童 6名, 

指導員 4名、ニッポンバラタナゴ高安研究会会員 22名、 

大阪教育大学学生 2名、近畿大学院生 1名、大阪工業大学学生 1名 

自然環境研究センタースタッフ 3名、TBSスタッフ 5名 

合計 70名以上の人が参加してくださいました。 

本当に皆様ご苦労様でした。ありがとうございます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ドビ流しと豚汁に感激 08年 02月 03日(日)  

とても楽しく参加させていただきました。 

ありがとうございました。 

今回ため池デビューした子供たちも大喜びでした。 

服をドロドロにしてしまい家内にどれだけ怒られるかとヒヤヒヤしつつ帰宅しましたが、子

供たちがあまりに楽しそうに感想を口にするので家内もあきらめ顔になっていました（笑）。 

子供たちは絶対にまた行きたいと言っています。 

僕もすっかり夢中になってしい、途中子供をほったらかしにしてしまう始末で・・・反省でし

た（汗）。が、２０年前毎月調査に通っていた頃の気持ちを思い出しました。実際に自分で

網を手にして採集した魚をバケツに入れていくうちに忘れていた気持ちが蘇ってくるのを

感じていました。 

今後も日程さえ調整できれば参加したいと考えています。ＨＰの活動予定は結構頻繁に

チェックしていますので、調査日が決まれば更新方よろしくお願いします。 

  

ＰＳ 

豚汁おいしかったです。子供たちにとっては本来好きなメニューではないのですが、昨日

は「おいしい！これ何？」と言っていました。いつ、どこで、どういう気持ちで食べるかが何

物にも代え難い調味料であることにきっと気付いてもらえたと思っています（なお、そうい

った調味料ゆえにおいしかったのだと言っているわけでは当然ありません。）。みなさんあ

りがとうございました。  

 

  



採集生物のカウント 08年 02月 03日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高安みどりの尐年団と高安中学校生のかいぼり 08年 02月 03日(日)  

みんな雪・みぞれ・雨の中 ドビ流しに参加してくれました。 

詳しくは、高安みどりの尐年団のページを見てください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



生き物採集とヘドロ排出 08年 02月 03日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ドブガイとニッポンバラタナゴ 08年 02月 03日(日)  

今日の作業で採集した生物は、（事前採集個体との合計） 

ニッポンバラタナゴ 1397尾（7166尾） 

ヨシノボリ 716尾（1603尾） 

モツゴ 104尾（140尾） 

メダカ 125尾（266尾） 

ギンブナ 13尾（14尾） 

ドブガイ 277個体（761個体） 

スジエビ 561尾（955尾） 

ヒメタニシ 340個体（447個体） 

この保護池の生物の増殖能力は約 1万尾ぐらいでしょうか。 

ドブガイやヨシノボリはまだまだ池の中に残っていると思います。  

 

 



08年 02月 03日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



底樋とドビ流し 08年 02月 03日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



水路のヘドロ水 08年 02月 03日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



40年ぶりの伝統的なドビ流し成功 08年 02月 03日(日)  

無事すべての作業が終了しました。 

40年ぶりの伝統的な”ドビ流し”が成功しました。 

全国的に見ても、池干しはまだ実施しているところはあると思いますが、池干しをしてたヘ

ドロを田畑に流し込み、土壌改良を実施しているところはほとんどないのが現状だと思い

ます。 

本当に田畑の土壌改良ができるのかどうか、科学的に分析した記録を見たことがありま

せん。そりゃそうですよね、今の時代に溜池のヘドロを流し込んで土壌改良なんて、誰も

本気でしませんよね。しかし、溜池の浚渫で出てきたヘドロを土壌改良土の一部として販

売はされているようです。それを科学的に調べたデータも見たことはないんですが、経験

則で良いかもという事なんでしょう。これからの分析は、面白くなってきますよ。 

今日は皆様、本当にご苦労様でした。 

加納  

 

 

 



1月定期調査保護池ドビ流し準備 08年 01月 27日(日)  

2月 3日（日）のドビ流しの準備です。今日の保護池は薄氷がはり、水温は３℃。５分も手

を浸けておれないです。 

まずは、定期調査から、水質調査、プランクトン採集、ヨシノボリ採集、ドブガイの妊卵調

査から、ドブガイを測定してるだけで、手の感覚がなくなって来ます。 

水槽に避難させているヨシノボリに付着しているドブガイの幼生（グロキディウム）数は平

均９個体ほどです。ドブガイ５２個体中１０個体が妊卵しています。まだ、ドブガイの繁殖ピ

ークはきてないみたいです。 

来週、ドビ流しをするので、水路の掃除と田畑の状態を調べました。保護池からヘドロを

流し込む田畑まで１５０ｍはあるので、うまくヘドロを流し込めるかどうかはやってみないと

わからないですね。  

 

 

 

 

 



保護池の透明度 08年 01月 27日(日)  

保護池は深みのヘドロ堆積まで見える透明度です。水位が 120ｃｍぐらいですので、ヘド

ロは大体 20ｃｍぐらい堆積しているみたいです。透明度は 1ｍぐらいあるようです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



保護池 1月定期調査 08年 01月 27日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ドブガイ測定 08年 01月 27日(日)  

ドブガイの殻長・殻高・殻幅をノギスで測定し、ドブガイの妊卵状態を判定してるところです。

妊卵状態を 4段階に区分してるのですが、それぞれの感覚を合わせるために全員で判定

しているところです。 

レベル０ 卵無し 

レベル１ 尐し外鰓に卵あり 

レベル２ 外鰓にピンクの卵あり 

レベル３ 外鰓がタラコ状に膨らんでいる 

この判定がなかなか難しいのです。 

  

 

 

 

 

 

 



ドブガイの妊卵調査 08年 01月 27日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



昼食 08年 01月 27日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



雪の中タナゴ採集 08年 01月 27日(日)  

食後雲行きが怪しくなり、みぞれから雪に変わってきました。さあ、胴長隊が保護池に入り、

四方からタモ網でタナゴ採集にチャレンジです。いてるいてる、深みに隠れていたタナゴ

やフナが浅瀬へ移動してきたようです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



雪の中 08年 01月 27日(日)  

次はすごいボタン雪になってきたようです。 

採集した個体数。 

タナゴ 雄 28尾、雌 18尾、稚魚 147尾、合計 193尾 

ヨシノボリ 22尾 

メダカ 8尾 フナ 1尾、モツゴ 0尾、スジエビ 2尾 

まだまだいるようですね。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1月定期調査 08年 01月 27日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ふれあい池へコイとヘラブナ移植 08年 01月 20日(日)  

経済法科大学のふれあい池へヘラブナ 20尾・コイ 11尾を放流しました。現在、ふれあい

池は優占種がクラミドモナスからからヒメマルケイソウへ遷移し、さらにそのケイソウを捕

食するミジンコが大量に繁殖しています。やはり大型の魚も移植する方が生態系のバラ

ンスが良くなるかもしれません。試してみます。昨年は、ヘラブナを 60尾移植したのです

が、11月のドビ流しをしたときには、まったく姿が見当たりませんでした。原因はカワウな

んです。このところカワウの集団が高安地域の養魚を集団で捕食しに来るんです。次から

次へと問題が生じてきますね。さあ、今年は、池の生物の繁殖はうまくいくんでしょうか。  

 

 

 

 

 

 

 

 



2008年高安みどりの尐年団森林整備活動 08年 01月 20日(日)  

２００８年、今年初めての尐年団活動です。 

高安山の中腹のもみじ園の環境整備を行いました。 

午後から、雪がチラつく中、ツバキの間伐をし、見る見る間に見違えるようなもみじ園に変

わっていきました。 

詳しくは、高安みどりの尐年団のページをご覧ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高安山森林整備 08年 01月 13日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高安山自然再生森林整備 08年 01月 13日(日)  

 

 

 

 

 

 

 

 



Ａ池上流砂防ダムの流水量測定 08年 01月 07日(月)  

新保護池横を流れる水路の水量を測定しました。 

20Ｌ×2/平均 35秒  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新春初調査 08年 01月 04日(金)  

あけましておめでとうございます 

  

いよいよみどりの尐年団の基地作りとして、新保護池の改修工事とログハウス造りが開

始されます。さらに、保護池のドビ流しも 2月 3日に実施する事が決定しました。 

今後の日程をあげておきます。 

1月 6日（日）新保護池・ログハウス造りの打ち合わせ。 

      10時集合 郡川みどり尐年団基地・新保護池 

1月 13日（日）高安山森林整備 

      10時 信貴山口駅前集合 

      ポイント１ 高安山郡川上流森林整備 

      ポイント２ みどりの尐年団下見もみじ園 

      午後から 大窪保護池ドビ流し準備 

1月 20日（日）高安みどりの尐年団森林整備 

      9時 信貴山口駅前集合 

1月 27日（日）大窪保護池 1月定期調査 

      9時服部川駅前集合 

      ドビ流し打ち合わせ準備 

2月 3日（日）大窪保護池ドビ流し実施 

      9時服部川駅前集合 

この間に新保護池の改修工事開始 

    ログハウスの基礎工事開始 

このように高安山の自然再生活動が軒並みに開始されます。 

多面にわたり、会員の皆様の力が必要になってきます。 

今年もご支援・ご協力よろしくお願いします。 

  

代表理事：加納義彦 

  

        



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



初調査その 2 08年 01月 04日(金)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



初調査 08年 01月 04日(金)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



新春高安 08年 01月 02日(水)  

あけましておめでとうございます 

  本年もよろしくお願いいたします  

 

 


